
六ヶ所再処理工場と
核燃料サイクルのコスト
松久保肇（原子力資料情報室）

ND政策提言発表シンポジウム
「六カ所再処理工場の妥当性を問い直す」
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2040年発電コスト比較
単位：円/kWh 出典：発電コスト検証WG

事業用太陽光

8.4 円/kWh

資本費  5

運転維持費  2.9

CO2対策費  0.5

原子力

11.7 円/kWh

資本費  5

運転維持費  4.1

燃料費  1.3

事故リスク対応費  1.3

LNG火力
(稼働率10%)

19.3 円/kWh

資本費  2.1

運転維持費  7.1

燃料費  8.1

CO2対策費  1.8

政策経費  0.2

アンモニア
20%混焼

27.3 円/kWh

資本費  2.2

運転維持費  9.3

燃料費  13.5

CO2対策費  0.1

政策経費  0.1

CCS費用  0.1

資本費 運転維持費 CO2対策費 燃料費 事故リスク対応費 政策経費 CCS費用
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原発のコスト構造
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日本(2040年想定) 米国(2030年想定, 160円換算) 仏国(2021年想定, 185円換算)

資本費 維持管理費 燃料費 政策経費

出典 EIA (2026) "Annual Energy Outlook 2026"

発電コスト検証ワーキンググループ(2025)「発電コスト検証に関するとりまとめ」
           Cour des comptes(2021) “L’ANALYSE DES COUTS DU SYSTEME DE PRODUCTION ELECTRIQUE EN FRANCE”

＊EIA資料では電気事業者の支払額として表現されているので、税額控除などの政策経費はマイナスで表現されている
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12.4円/kWh

21.3円/kWh

16.9円/kWh



コストを安くする3つ
のトリック

第二再処理工
場は六ケ所と

同額

使用済み燃料
の半分は50年
中間貯蔵

割引率は３％

https://www.aec.go.jp/kaigi/senmon/tyoki_gijyutu/siryo03/3_haifu.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/mitoshi/cost_wg/2024/data/06_04.pdf
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割引率と時間とコストの関係
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10年債、CPI総合と実質金利の推移

10年債年平均金利 CPI前年比 実質金利

割引率
(実質利
回り)

10年後価値 50年後価値

3.0% 約 7,441 億円 約 2,281 億円

2.0% 約 8,203 億円 約 3,715 億円

1.3% 約 8,788 億円 約 5,242 億円

1.0% 約 9,053 億円 約 6,080 億円

平均2.1%

平均1.3%

平均0.7%

X年後の1兆円の「現在価値」

想
定

実
際
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再処理積立金・拠出金単価
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再処理積立金平均単価(変更前) 再処理積立金平均単価（変更後）

第二再処理分も含むことになったので、単価が
増えている。しかし、これでは第二再処理分に
満たない。一方、従来、六ケ所再処理工場の運
転期間を40年・年800トンUとしてきたが、運転
期間を40年に限らないとした。想定が不明なた
め、この影響は考慮できていない。

六ヶ所再処理
分のみ
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単価は2011年まで350円台/g、現在は531円/g。
割引率は未公表だが、かつては割引率3％台、現
在は1％台で計算していると推定できる。



割引率1%、ドル＝１６０円での試算

（ドル＝160円、割引
率1%ケース）

（円/kWh）

フロントエンド計 1.3

ウラン燃料 1.1

MOX燃料 0.2

バックエンド計 1.4

再処理等 1.1

高レベル廃棄物処分 0.1

中間貯蔵等 0.2

合計 2.7
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1350ト
ン

9

「六ヶ所再処理工場の処理量を超える使用済燃料に係る再処理等費用について」
（電気事業連合会、2006）

当初計画では68基の原発が稼
働し、毎年、1350トンの使用
済燃料が発生するはずだった。

⇒現在は2040年時点で発電電
力量の20%（35基程度）、年間
発生量は半分程度



さらなる問題ー使用済み燃料発生量
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出典 原子力白書より作成。欠損部は線形で補完した

使用済み燃料発生量は想定
をはるかに下回る。
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六ヶ所＋第二再処理の再処理予定量 64000トン

～2005年までに溜った使用済燃料

約15000トン

2006～2017年までに溜った使用済燃料
約6000トン

約18600トン足りない

既存原発＋建設中原発が
60年稼働した場合の使用済み燃料発生量
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2018年以降発生する使用済燃料予測
約24400トン（内訳：使用済み燃料19600トン、使用済みMOX燃料4800トン）



原発のコスト構造
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日本(2040年想定) 米国(2030年想定, 160円換算) 仏国(2021年想定, 185円換算)

資本費 維持管理費 燃料費 政策経費

実績から燃料費2.7円としたが、
さらなる上振れリスクはかな
り大きい。原発の燃料は安い

という構造が崩れる
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13.2円/kWh

21.3円/kWh

16.9円/kWh
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